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秋
季
小
児
マ
ヒ

　
　
　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
実
施

　
昭
和
五
十
五
年
度
秋
季
急
性
灰
白
　
　
◎
接
種
前
の
注
意
　
●
投
与
前
は
健

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投
　
　
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

与
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。
　
　
●
投
与
日
の
朝
体
温
測
定
を
忘
れ
ず

◎
該
当
者
　
一
回
目
…
…
昭
和
五
十

五
年
一
月
一
日
～
五
十
五
年
六
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

二
回
目
…
…
昭
和
五
十
四
年
七
月
一

日
～
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

◎
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱

者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
。
そ
の

他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
。

月　日 地　　区 時　間 場　　所

10月7日

火曜日

川　　　　治 9：00～10100 川治公民館

川治・十日町
10：30～11：30

保　　健　　所
13：30～15：00

中　　　　条
9：00～10：00中条公民館

10：30～11：00 克雪管理センター

下　　　　条
13：30～14：10 下条公民館
14：40～15：00 東下組小学校

10月8日

水曜日

新座・．大井田 9：00～10：00大井田公民館

十日町・新座
・大井田・川治

10：30～11：30
市民体育館

13：30～15：00

水　　　　沢

9：00～9：40 馬場飼育所
10：10～11：30 水沢出張所
13：30～13：50 野中小学校

十日町山地 14：40～15：00 赤　倉　分　校

10月9日

木曜日

吉　　　　田

9：00～9：20 吉田集会所
9：40～10：00就業改善センター

10：20～10『：40 真田小学校
11：10～11：30 名ケ山小学校

八　　　　箇 13130～14：00八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15：00 六箇公民館

獣血鎌鐵程

と　き　10月28日㈹／午前10時～午後3時

ところ　睦織物㈱

と　き　10月29日困／午前10時～午後3時

ところ　吉沢織物㈱

明日といわず今献血しましょう

に
。
●
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
診

票
は
当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
が
、

保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
時
は

前
も
っ
て
保
健
衛
生
課
に
取
り
に
き

て
、
内
容
を
記
入
し
、
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

吉
　
田
　
地
　
区

10
月
1
4
日
図

午
後

－
時
4
0
分

～
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

川
　
治
　
地
　
区

六
　
箇
　
地
　
区

十
目
町
地
区

10
月
1
5
日
困

新
座
・
大
井
田
地
区

中
　
条
　
地
　
区

10
月
1
6
日
困

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

10

月
の
休
日
救
急
医
．

26　　　19　12葎10　　　5
日　　　　日　　日　育日　　　　 日

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番

山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
奮
5
の
2
0
0
3
番

中
条
病
院
（
北
原
〉

　
　
行
7
の
3
0
1
8
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

　
8
8
の
2
0
3
9
番
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蓋
懸
雛
讐

　
▼
九
月
二
十
九
日
㈲
　
午
後
一
時
～

午
後
四
時
ま
で
本
町
六
の
一
、
本

町
六
の
二
、
稲
荷
町
一
、
田
中
町
本

通
り
の
各
一
部
、
本
町
四
、
本
町
五

▼
十
月
六
日
㈲
　
午
後
一
時
～
午
後

四
時
半
ま
で
泉
町
、
袋
町
東
、
本

町
二
、
昭
和
町
一
、
昭
和
町
二
の
各

一
部
、
高
田
町
一
、
高
田
町
二

▼
十
月
十
三
日
㈲
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
焼
野
、
轟
木
、
慶
地
、
魚

之
田
川
、
新
水
、
中
条
管
沼
、
宇
田

ケ
沢
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
、
上
田
原
、
蕨
平
、
三
ツ

山

育
児
相
談

3
歳
児
検
診

児1
　歳
検6
　力
診月

児び育
　に児
検4学　力級
診月並

事
業
名

　10
宋月
＿　　15

　日

　10
宋月
＿8
　日

　10
釜月
＿17
　日

　10
宋月
＿　22

　日

期
日

　午、　後

4　　1
時　時

　半

～午
　後
2　1
時時

～午
　後
2　1
時時

　午～
　後
1　1
時　時
半

受
付
時
間

十
日
町
公
民
館

青勤
少労
年
ホ
1
ム

青勤
少労
年
ホ
1
ム

十
日
町
公
民
館

会
場
名

人月　～54
　生55年
　れ年12
　の2月

生52
れ年
の　4
人月

生54
れ年
の　4
人月

生　55
れ　年
の　　6

人　月

対
象
者

地田箇川十
区・・治日

新大・町
座井六・

全　　　　　　域

参
集
区
域

1歳6カ月児検診のみ検診通知書を送ります

　　　　　　　（アンケート用紙）
個人通知がなくとも該当月のかたはおいで下さい
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ご
注
意
を
。

　
な
お
こ
れ
か
ら
は
雪

囲
い
等
で
避
難
口
が
少

な
く
な
り
ま
す
が
、
必

ず
確
保
す
る
よ
う
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
（
歴
七
i

一
五
五
五
番
）
に
は
、

こ
の
期
間
中
「
防
火
相

談
室
」
を
開
催
し
ま
す

　
十
目
町
地
域
消
防
本
部
・
消
防
署

消
防
団
で
は

　
①
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

　
②
住
民
の
自
主
防
火
体
制
づ
く
り

　
の
推
進

　
③
防
火
管
理
体
制
の
整
備
推
進

－
以
上
三
項
目
を
重
点
と
し
た
、

「
秋
季
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し

　　　ま
　　　玄

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
で
最
も
多
い
火

災
の
原
因
は
『
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
の

干
し
物
』
で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は

消
防
職
員
、
消
防
団
員
が
各
事
業
所

及
び
家
庭
に
”
火
の
元
検
査
”
に
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
年
間
通
じ
て
多
い
◎
天
ぶ
ら

鍋
の
引
火
　
◎
石
油
風
呂
釜
掃
除
不

良
に
よ
る
異
常
燃
焼
な
ど
に
は
十
分

着
屍
と
謬
多

β㈹

午
後
三
時
5
七
時下条地区公民館

　
水
沢
地
区
（
八
月
）
、
吉
田
地
区

（
九
月
）
に
引
き
つ
づ
き
、
移
動
か
市

民
と
語
る
貝
”
は
～
下
条
地
区
に
お

い
て
開
催
し
ま
す
。
地
区
で
の
開
催

は
今
年
度
は
下
条
地
区
が
最
後
と
な

り
ま
す
が
、
地
域
の
課
題
や
、
β
頃

考
え
て
い
る
ご
意
見
な
ど
を
気
軽
に

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
（
十
二
月
一

β
の
会
場
は
市
役
所
で
す
。
）

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

診

広
暴
消
防
職
買
募
集

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
目
採
用
の

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
職

員
（
消
防
士
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
若

干
名
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者

（
明
年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
で

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
目
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
　
②
十
日
町
市
、
川
西

町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能

な
人
　
③
身
長
百
六
十
仕
．
以
上
、
胸

囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
二
分
の
一
以

上
、
体
重
五
十
鴛
以
上
、
視
力
両
眼

の
場
合
○
・
八
以
上
、
一
眼
の
場
合

そ
れ
ぞ
れ
○
・
五
以
上
（
矯
正
視
力

可
）
で
色
神
正
常
、
そ
の
他
身
体
強

健
で
体
質
上
欠
陥
の
な
い
人
。

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
・
体
力
診
断
テ
ス
ト
　
②
第
二

次
試
験
　
口
述
試
験
・
身
体
検
査

試
験
の
期
日
及
び
場
所
　
①
第
一
次

試
験
　
十
二
月
六
目
ω
　
②
第
二
次

試
験
　
十
二
月
下
旬
　
場
所
等
は
受

験
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
．

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
ω
受

験
申
込
書
（
用
紙
は
消
防
本
部
総
務

部
に
あ
り
ま
す
）
ω
身
上
調
書
㈲
最

終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒
業

見
込
み
の
人
は
前
年
の
も
の
）

②
申
込
受
付
期
間
　
十
一
月
十
三
日

か
ら
十
一
月
二
十
五
日
午
後
五
時
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
十
一
月
二
十
五

日
ま
で
の
消
印
の
も
の
は
有
効
）

そ
の
他
　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
部
（
盈
七
－
一
五
五
五

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
地
方
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
困
午
前
十
時

～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
．
法

務
局
長
岡
支
局
職
員



O
≒
、

1（第3種郵便物認可）昭和55年10月25日1”1”“”II””1”1”1”II川1”1””III”1”1と』院ガ夢3∂r」切5だ’翔r　Illl”””“IIII”1”1”2

　
本
年
の
農
作
物
は
、

異
常
気
象
の
た
め
非
常

な
減
収
が
予
想
さ
れ
、

十
日
町
市
の
稲
作
の
作

況
は
平
年
に
比
較
し
て

八
十
八
欝
の
作
柄
と
推

定
し
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
現
在
、
被
害

農
家
へ
の
融
資
計
画
を

た
て
、
近
く
天
災
融
資

制
度
の
発
動
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
特
に
被
害

が
重
度
と
み
ら
れ
る
標

高
三
百
材
以
上
の
部
落

に
対
し
て
説
明
会
を
も

ち
借
入
希
望
者
を
一
応

と
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
希
望
者

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十

一
月
四
日
ま
で
に
市
農

林
課
（
盈
七
－
三
一
一

一
番
内
線
二
六
二
）
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
は
非
常

に
複
雑
で
す
の
で
、
借

入
希
望
者
の
み
な
さ
ん

に
対
す
る
説
明
会
を
開

く
こ
と
を
後
日
予
定
し

て
い
ま
す
。

天
災
融
資
制
度
と
は

一
、
天
災
融
資
の
借
受
資
格
者

　
ω
農
林
業
を
主
と
し
て
い
る
人
で

総
所
得
の
五
十
著
以
上
の
農
業
所
得

を
得
て
い
る
専
業
又
は
第
一
種
の
兼

業
農
家

　
回
天
災
に
よ
る
農
作
物
の
減
収
量

が
平
年
収
穫
量
の
三
十
暮
以
上
で
、

損
失
額
が
平
年
農
業
総
収
入
の
十
督

以
上
で
あ
る
農
家

二
、
被
害
認
定

　
①
農
業
共
済
の
対
象
作
物
に
な
っ

て
い
る
も
の
は
農
業
共
済
引
き
受
け

の
基
準
収
量
が
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　
②
農
業
共
済
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
作
物
に
つ
い
て
は
過
去
五
年
間

の
実
収
の
う
ち
最
高
と
最
低
を
除
い

た
三
年
間
の
平
均
収
量
を
平
年
収
量

と
し
て
認
定
す
る
。

三
、
資
金
の
使
途
ー
種
苗
、
肥
料
、

農
薬
剤
、
農
機
具
な
ど
の
再
生
産
の

た
め
の
使
途
に
限
定
し
て
あ
り
ま
す
。

四
、
貸
付
限
度
額
ー
一
被
害
農
家

あ
た
り
二
百
万
円
以
上
（
被
害
額
の

六
十
響
ま
で
）

　
●
被
害
率
三
十
警
以
上
の
場
合
、

利
率
は
被
害
程
度
に
応
じ
六
・
二
五

欝
（
四
年
償
還
）
五
・
〇
五
新
（
五

年
償
還
）

鶴込
民民’T，

麟害
覆嚢に

謄所催

　
市
で
は
、
本
年
度
の
異
常
気
象
に

伴
う
農
作
物
の
被
害
を
受
け
た
方
で

つ
ぎ
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り

本
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
（
農
業

所
得
）
・
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い

て
減
額
ま
た
は
免
除
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
十
『
月
三
十
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
減
免
の
条
件

　
ω
農
作
物
の
減
収
に
よ
る
損
失
額

（
減
収
額
か
ら
共
済
給
付
金
を
差
引

い
た
額
）
が
平
年
収
入
額
の
十
分
の

三
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
＠
前
年
中
（
昭
和
五
十
四
年
）
の

合
計
所
得
金
額
（
総
所
得
金
額
、
退

職
所
得
金
額
、
山
林
所
得
及
び
譲
渡

所
得
）
が
四
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
国
民
健
康
保
険
料
の
場

合
は
、
退
職
所
得
金
額
を
含
ま
な
い
。

　
の
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
う

ち
、
農
美
所
得
以
外
の
所
得
が
百
六

十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
伺
災
害
を
被
っ
た
日
（
九
月
三
十

日
）
以
後
に
到
来
す
る
納
期
に
係
る

い
て

税
額
に
つ
い
て
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　
因
減
免
割
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合計所得金額 減免割合

120万円以下であるとき 10分の10

160万円　　　” 〃　　8

220万円　　　〃 〃　　6

300万円　　　〃 〃　　4

300万円をこえるとき 〃　　2

　
㊥
　
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
対

象
額
は
、
災
害
を
被
っ
た
日
以
後
の

納
期
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
に
前

年
中
に
お
け
る
合
計
所
得
金
額
に
占

め
る
農
業
所
得
の
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
で
す
。

二
、
申
請
手
続

★
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
総

務
部
税
務
課
市
民
税
係
（
盈
七
－
三

一
一
一
番
内
線
二
〇
七
）
へ
。

★
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

市
民
部
保
健
衛
生
課
国
保
係
（
密
七

－
三
一
二
番
内
線
二
一
〇
）
へ
。

　
（
申
請
書
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
面
積
、
収
量

及
び
共
済
給
付
金
を
把
握
で
き
る
資

料
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

国
民
年
金
に
つ
い
て
も

ー
免
除
申
請
が

　
　
　
　
　
で
き
ま
す
ー

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
も
、
冷
害
の

影
響
を
受
け
ら
れ
た
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
、
保
険
料
の
納
入
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
免
除
制
度
の
申
し
込
み
は
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
民
部
市
民

生
活
課
年
金
係
（
E
七
－
三
二
一

番
内
線
二
一
八
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
、
正
規
に
保
険
料
を
納
め
た
と

き
の
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
十
年
以
内
な
ら
追
納
と
．

い
っ
て
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
で
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
追
納
す

れ
ば
年
金
額
は
全
額
も
ら
え
ま
す
。

（3）1”””II””1川”IIII“”llと・おガ夢おお」切5琶」阪1””1””1”1””1川1“1”lmlll””lll”II（第3種郵便物認可）昭和55年10月25日

氷
道
事
業
φ
お
知
識
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
四
年
度
の
水
道
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
前
年
度
の

昭和54年度上水道事業決算

（単位円）
●収益的収入及び支出

〈第1水源地〉

費　　　　用 収　　　　　益

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

営業費用 236，226，106営業収益 339，867，687

営業外費用 92，559，051 営業外収益 4，170，610

特別損失 33，000 特別利益 11，250

小　　　計 328，818，157

当年度純利益 15，231，390

合　　　計 344，049，547 合　　　計 344，049，547

大
幅
な
経
営
悪
化
に
対
処
し
て
、
財

政
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
、
水
道

料
金
の
改
定
（
平
均
四
十
七
・
七
三

％
）
を
四
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
料
金
改
定
に
よ
り
、
給
水
収

益
が
二
億
七
千
五
十
三
万
六
千
六
百

五
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
初

予
算
額
に
比
べ
て
約
二
千
三
百
八
十

万
円
余
の
減
少
で
あ
り
、
こ
の
原
因

　
　
　
　
　
　
　
　
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
単

　
　
　
　
　
　
　
　
（●資本的収入及び支出

主
な
事
業
と
し
て
第
三
配

水
池
二
号
池
基
礎
工
事
、

第
八
水
源
新
設
工
事
、
第

一
水
源
井
改
良
工
事
な
ど

と
と
も
に
、
送
配
水
管
布

　
　
　
　
　
　
　
余

　
　
　
　
　
　
　
剰
　
。

　
　
　
　
　
　
　
益
ん

　
　
　
　
　
　
　
利
て

　
　
　
　
　
　
　
度
補

　
　
　
　
　
　
　
年
で

　
　
　
　
　
　
　
当
金

　
　
　
　
　
　
　
、
資

　
　
　
　
　
　
　
は
保

　
　
　
　
　
　
　
円
留

　
　
　
　
　
　
　
6
9
定

　
　
　
　
　
　
　
4
勘

　
　
　
　
　
　
　
6
3
益

　
　
　
　
　
　
　
」
損

　
　
　
　
　
　
　
3
2
分

　
　
　
　
　
　
　
額
度

　
　
　
　
　
　
　
足
年

　
　
　
　
　
　
　
体
当

　
　
　
　
　
　
　
弓
と

　
　
　
　
　
　
　
差
金

と
し
て
は
、
夏
期
の
低
温
、
省
資
源

思
想
の
普
及
に
よ
る
節
水
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
費
用
で
は
、
経
費
の
節
減
と

効
率
的
運
用
に
よ
り
、
当
初
予
算
額

に
比
べ
て
約
五
百
八
万
円
余
減
額
の

三
億
二
千
八
百
八
十
一
万
八
千
百
五

十
七
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
第
三
期

拡
張
事
業
の
第
四
年
次
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

建設改良費 375，567，029企　業　債 355，000，㎜

企業債償還金 15，573，290 負　担　金 3，946，850

固定資産
売却代金

30，000

合　　　計 391，140，319 合　　　計 358，976，850

（昭和54年4月1日から
昭和55年3月31日まで●給水業務の状況

設
、
電
気
計
装
施
設
等
の
施
行
を
行

い
、
全
体
計
画
の
六
十
八
％
が
竣
工

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
一
般
建
設
改
良
工
事
で
は
、

消
火
栓
新
設
工
事
（
九
基
）
給
配
水

管
布
設
工
事
、
施
設
修
繕
工
事
な
ど

を
施
行
し
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
状

況
及
び
業
務
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
水
道
事
業
に
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　　　　　分 昭和53年度 昭和54年度 増　　減 比率（％）

給　水　戸　数　（戸） 8，020 8，122 102 101．3

給　水　人　口　（人） 30，138 30，162 24 100．1

年間使用水量（司 3，263，689 3，117，154 △146，535 95．5

1目最大使用水量（司 15，681 16，244 563 103．6

1日平均使用水量（司 8，942 8，540 △　　　402 95．5

1戸当年間使用水量（㎡） 407 384 △　　　23 ♀4・3

防

。
曽貝

　
秋
の
防
犯
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
東

北
電
力
㈱
か
ら
防
犯
灯
七
灯
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
要
望
カ
所

を
検
討
し
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
設
置
を
要
望
さ
れ
る
町
内
は

市
・
市
民
生
活
課
環
境
係
か
、
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

交
通
蟄
、
哩
嘗
帳
、
、
，
寄
贈

　
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
、

市
に
交
通
安
全
指
導
車
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
同
組
合
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
白
バ
イ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等

の
寄
贈
を
受
け
て
お
り
、
交
通
安
全

指
導
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
た
い

へ
ん
役
立
っ
て
い
ま
す
。
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本
年
の
農
作
物
は
、

異
常
気
象
の
た
め
非
常

な
減
収
が
予
想
さ
れ
、

十
日
町
市
の
稲
作
の
作

況
は
平
年
に
比
較
し
て

八
十
八
欝
の
作
柄
と
推

定
し
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
現
在
、
被
害

農
家
へ
の
融
資
計
画
を

た
て
、
近
く
天
災
融
資

制
度
の
発
動
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
特
に
被
害

が
重
度
と
み
ら
れ
る
標

高
三
百
材
以
上
の
部
落

に
対
し
て
説
明
会
を
も

ち
借
入
希
望
者
を
一
応

と
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
希
望
者

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十

一
月
四
日
ま
で
に
市
農

林
課
（
盈
七
－
三
一
一

一
番
内
線
二
六
二
）
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
は
非
常

に
複
雑
で
す
の
で
、
借

入
希
望
者
の
み
な
さ
ん

に
対
す
る
説
明
会
を
開

く
こ
と
を
後
日
予
定
し

て
い
ま
す
。

天
災
融
資
制
度
と
は

一
、
天
災
融
資
の
借
受
資
格
者

　
ω
農
林
業
を
主
と
し
て
い
る
人
で

総
所
得
の
五
十
著
以
上
の
農
業
所
得

を
得
て
い
る
専
業
又
は
第
一
種
の
兼

業
農
家

　
回
天
災
に
よ
る
農
作
物
の
減
収
量

が
平
年
収
穫
量
の
三
十
暮
以
上
で
、

損
失
額
が
平
年
農
業
総
収
入
の
十
督

以
上
で
あ
る
農
家

二
、
被
害
認
定

　
①
農
業
共
済
の
対
象
作
物
に
な
っ

て
い
る
も
の
は
農
業
共
済
引
き
受
け

の
基
準
収
量
が
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　
②
農
業
共
済
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
作
物
に
つ
い
て
は
過
去
五
年
間

の
実
収
の
う
ち
最
高
と
最
低
を
除
い

た
三
年
間
の
平
均
収
量
を
平
年
収
量

と
し
て
認
定
す
る
。

三
、
資
金
の
使
途
ー
種
苗
、
肥
料
、

農
薬
剤
、
農
機
具
な
ど
の
再
生
産
の

た
め
の
使
途
に
限
定
し
て
あ
り
ま
す
。

四
、
貸
付
限
度
額
ー
一
被
害
農
家

あ
た
り
二
百
万
円
以
上
（
被
害
額
の

六
十
響
ま
で
）

　
●
被
害
率
三
十
警
以
上
の
場
合
、

利
率
は
被
害
程
度
に
応
じ
六
・
二
五

欝
（
四
年
償
還
）
五
・
〇
五
新
（
五

年
償
還
）

鶴込
民民’T，

麟害
覆嚢に

謄所催

　
市
で
は
、
本
年
度
の
異
常
気
象
に

伴
う
農
作
物
の
被
害
を
受
け
た
方
で

つ
ぎ
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り

本
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
（
農
業

所
得
）
・
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い

て
減
額
ま
た
は
免
除
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
十
『
月
三
十
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
減
免
の
条
件

　
ω
農
作
物
の
減
収
に
よ
る
損
失
額

（
減
収
額
か
ら
共
済
給
付
金
を
差
引

い
た
額
）
が
平
年
収
入
額
の
十
分
の

三
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
＠
前
年
中
（
昭
和
五
十
四
年
）
の

合
計
所
得
金
額
（
総
所
得
金
額
、
退

職
所
得
金
額
、
山
林
所
得
及
び
譲
渡

所
得
）
が
四
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
国
民
健
康
保
険
料
の
場

合
は
、
退
職
所
得
金
額
を
含
ま
な
い
。

　
の
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
う

ち
、
農
美
所
得
以
外
の
所
得
が
百
六

十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
伺
災
害
を
被
っ
た
日
（
九
月
三
十

日
）
以
後
に
到
来
す
る
納
期
に
係
る

い
て

税
額
に
つ
い
て
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　
因
減
免
割
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合計所得金額 減免割合

120万円以下であるとき 10分の10

160万円　　　” 〃　　8

220万円　　　〃 〃　　6

300万円　　　〃 〃　　4

300万円をこえるとき 〃　　2

　
㊥
　
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
対

象
額
は
、
災
害
を
被
っ
た
日
以
後
の

納
期
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
に
前

年
中
に
お
け
る
合
計
所
得
金
額
に
占

め
る
農
業
所
得
の
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
で
す
。

二
、
申
請
手
続

★
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
総

務
部
税
務
課
市
民
税
係
（
盈
七
－
三

一
一
一
番
内
線
二
〇
七
）
へ
。

★
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

市
民
部
保
健
衛
生
課
国
保
係
（
密
七

－
三
一
二
番
内
線
二
一
〇
）
へ
。

　
（
申
請
書
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
面
積
、
収
量

及
び
共
済
給
付
金
を
把
握
で
き
る
資

料
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

国
民
年
金
に
つ
い
て
も

ー
免
除
申
請
が

　
　
　
　
　
で
き
ま
す
ー

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
も
、
冷
害
の

影
響
を
受
け
ら
れ
た
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
、
保
険
料
の
納
入
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
免
除
制
度
の
申
し
込
み
は
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
民
部
市
民

生
活
課
年
金
係
（
E
七
－
三
二
一

番
内
線
二
一
八
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
、
正
規
に
保
険
料
を
納
め
た
と

き
の
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
十
年
以
内
な
ら
追
納
と
．

い
っ
て
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
で
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
追
納
す

れ
ば
年
金
額
は
全
額
も
ら
え
ま
す
。

（3）1”””II””1川”IIII“”llと・おガ夢おお」切5琶」阪1””1””1”1””1川1“1”lmlll””lll”II（第3種郵便物認可）昭和55年10月25日

氷
道
事
業
φ
お
知
識
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
四
年
度
の
水
道
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
前
年
度
の

昭和54年度上水道事業決算

（単位円）
●収益的収入及び支出

〈第1水源地〉

費　　　　用 収　　　　　益

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

営業費用 236，226，106営業収益 339，867，687

営業外費用 92，559，051 営業外収益 4，170，610

特別損失 33，000 特別利益 11，250

小　　　計 328，818，157

当年度純利益 15，231，390

合　　　計 344，049，547 合　　　計 344，049，547

大
幅
な
経
営
悪
化
に
対
処
し
て
、
財

政
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
、
水
道

料
金
の
改
定
（
平
均
四
十
七
・
七
三

％
）
を
四
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
料
金
改
定
に
よ
り
、
給
水
収

益
が
二
億
七
千
五
十
三
万
六
千
六
百

五
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
初

予
算
額
に
比
べ
て
約
二
千
三
百
八
十

万
円
余
の
減
少
で
あ
り
、
こ
の
原
因

　
　
　
　
　
　
　
　
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
単

　
　
　
　
　
　
　
　
（●資本的収入及び支出

主
な
事
業
と
し
て
第
三
配

水
池
二
号
池
基
礎
工
事
、

第
八
水
源
新
設
工
事
、
第

一
水
源
井
改
良
工
事
な
ど

と
と
も
に
、
送
配
水
管
布

　
　
　
　
　
　
　
余

　
　
　
　
　
　
　
剰
　
。

　
　
　
　
　
　
　
益
ん

　
　
　
　
　
　
　
利
て

　
　
　
　
　
　
　
度
補

　
　
　
　
　
　
　
年
で

　
　
　
　
　
　
　
当
金

　
　
　
　
　
　
　
、
資

　
　
　
　
　
　
　
は
保

　
　
　
　
　
　
　
円
留

　
　
　
　
　
　
　
6
9
定

　
　
　
　
　
　
　
4
勘

　
　
　
　
　
　
　
6
3
益

　
　
　
　
　
　
　
」
損

　
　
　
　
　
　
　
3
2
分

　
　
　
　
　
　
　
額
度

　
　
　
　
　
　
　
足
年

　
　
　
　
　
　
　
体
当

　
　
　
　
　
　
　
弓
と

　
　
　
　
　
　
　
差
金

と
し
て
は
、
夏
期
の
低
温
、
省
資
源

思
想
の
普
及
に
よ
る
節
水
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
費
用
で
は
、
経
費
の
節
減
と

効
率
的
運
用
に
よ
り
、
当
初
予
算
額

に
比
べ
て
約
五
百
八
万
円
余
減
額
の

三
億
二
千
八
百
八
十
一
万
八
千
百
五

十
七
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
第
三
期

拡
張
事
業
の
第
四
年
次
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

建設改良費 375，567，029企　業　債 355，000，㎜

企業債償還金 15，573，290 負　担　金 3，946，850

固定資産
売却代金

30，000

合　　　計 391，140，319 合　　　計 358，976，850

（昭和54年4月1日から
昭和55年3月31日まで●給水業務の状況

設
、
電
気
計
装
施
設
等
の
施
行
を
行

い
、
全
体
計
画
の
六
十
八
％
が
竣
工

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
一
般
建
設
改
良
工
事
で
は
、

消
火
栓
新
設
工
事
（
九
基
）
給
配
水

管
布
設
工
事
、
施
設
修
繕
工
事
な
ど

を
施
行
し
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
状

況
及
び
業
務
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
水
道
事
業
に
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　　　　　分 昭和53年度 昭和54年度 増　　減 比率（％）

給　水　戸　数　（戸） 8，020 8，122 102 101．3

給　水　人　口　（人） 30，138 30，162 24 100．1

年間使用水量（司 3，263，689 3，117，154 △146，535 95．5

1目最大使用水量（司 15，681 16，244 563 103．6

1日平均使用水量（司 8，942 8，540 △　　　402 95．5

1戸当年間使用水量（㎡） 407 384 △　　　23 ♀4・3

防

。
曽貝

　
秋
の
防
犯
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
東

北
電
力
㈱
か
ら
防
犯
灯
七
灯
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
要
望
カ
所

を
検
討
し
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
設
置
を
要
望
さ
れ
る
町
内
は

市
・
市
民
生
活
課
環
境
係
か
、
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

交
通
蟄
、
哩
嘗
帳
、
、
，
寄
贈

　
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
、

市
に
交
通
安
全
指
導
車
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
同
組
合
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
白
バ
イ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等

の
寄
贈
を
受
け
て
お
り
、
交
通
安
全

指
導
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
た
い

へ
ん
役
立
っ
て
い
ま
す
。



、
、
、
、
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1

　
多
く
の
か
た
か
ら
林
業
技
術
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
に
よ
り

林
業
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

囹
期
日
　
十
一
月
七
日
囲

幽
視
察
場
所
　
松
之
山
町
（
ブ
ナ
・

キ
ハ
ダ
の
人
工
植
栽
地
、
桐
の
栽
培

地
）
　
大
島
村
（
ス
ギ
の
階
段
造
林

地
、
ウ
ド
の
人
工
栽
培
地
）

日
林
業
視
察
研
修
に
ご
参
加
を

囹
集
合
時
間
　
午
前
九
時
に
十
日
町

市
役
所
前
集
合
（
な
お
、
解
散
は
午

後
四
時
半
頃
で
す
）

囹
募
集
人
員
　
百
名
（
先
着
順
）

囹
費
用
　
無
料
（
昼
食
持
参
の
こ
と
）

囹
申
込
み
　
十
一
月
一
日
ω
ま
で
に

十
日
町
森
林
組
合
（
奮
八
ー
三
一
一

五
番
）
ま
た
は
、
十
日
町
市
役
所
農

林
課
（
E
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

六
五
）
へ
。

　
　
訓
練
生
募
集

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
中
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
た
昭
和
五
十
六

年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
．

募
集
訓
練
科
　
木
工
科
二
十
名
　
建

築
科
三
十
名
　
左
官
科
二
十
名

応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者
（
明

年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

願
書
受
付
　
十
一
月
一
日
～
十
五
日

選
考
日
　
十
一
月
二
十
八
日

　
詳
し
く
は
、
同
校
（
奮
〇
二
五
七

九
四
－
二
四
一
〇
番
）
へ
。

さ
い
。
な
お
、
予
定
納
税
の
減
額
等

の
申
請
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

十
日
町
税
務
署
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

｝
－
㌔
－
、
F
瞬

　
　
　
　
　
’
ρ

　
中
小
企
業
倒
産
防
止

　
　
　
　
　
共
済
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
取
引
先
企
業
が
倒

産
し
、
売
掛
金
や
受
取
手
形
獄
ど
の

回
収
が
困
難
な
場
合
に
傭
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
掛
金
を
積
み
立
て
て
お
く

共
済
制
度
で
す
。

　
加
入
後
六
ヵ
月
以
上
経
過
し
て
取

引
先
が
倒
産
し
た
場
合
、
掛
金
総
額

の
十
倍
範
囲
内
で
被
害
額
相
当
の
共

済
金
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
制
度
の
特
色
　
①
貸
付
額
最
高
二

千
百
万
円
②
貸
付
は
無
担
保
、
無
保

に
づ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。
月
々
掛

金
を
払
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
第

一
線
を
退
い
た
と
き
に
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
制
度
の
特
色
　
①
掛
金
は
全
額
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
　
②
共

済
金
は
退
職
斯
得
扱
い
　
③
加
入
者

に
は
即
日
貸
付
制
度

●
加
入
で
き
る
か
た
　
常
時
使
用
す

る
従
業
者
が
二
十
人
（
商
業
、
サ
：

ビ
ス
業
で
は
五
人
）
以
下
の
個
人
事

業
主
及
び
会
社
の
役
員

●
毎
月
の
掛
金
　
最
低
千
円
か
ら
最

萬
三
万
円
ま
で

業
に
は
、
従
業
員
の
た
め
の
禰
利
犀

生
施
設
を
つ
く
る
場
合
の
貸
付
鋼
度

●
煎
入
瞭
轡
る
か
た
，
鴬
時
使
用
す

る
従
業
貴
が
三
蒼
人
（
働
、
売
業
は
百

入
、
小
売
業
・
サ
ー
ゼ
系
業
は
五
十

人
〉
以
下
の
中
小
企
業
で
す
。

○
毎
月
の
撫
金
　
最
低
八
喜
鈎
か
ら

簸
高
藁
万
鶏
婁
で

　
中
小
企
業
退
職
金
’

　
　
共
済
制
度
の
議
明
会

　
中
小
企
業
退
職
金
業
済
鯛
度
に
つ

い
て
は
、
い
っ
そ
う
利
朗
し
や
す
い

よ
う
に
犬
幅
な
法
改
疋
が
行
わ
れ
、

中
4
企
業
者
の
た
め
の
共
済
制
度

所
得
税
の
予
定
納
税
は

　
　
　
十
二
月
一
日
ま
で

　
十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第

二
期
分
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
は
税
務
署
か

ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

通
知
書
の
金
額
を
、
十
需
月
一
日
か

ら
十
二
月
一
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ

固
（

監
’
｝
　
　
．
．

（
（

証
人
、
無
利
子
③
返
済
期
聞
五
年

の
毎
月
均
等
償
還
　
④
掛
金
は
全
額

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
．

●
加
入
で
き
る
か
た
　
引
き
続
き
一

年
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

藁
者

●
毎
月
の
掛
金
　
最
低
五
千
円
か
ら

最
高
五
万
円
ま
で

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
こ
の
鰯
度
は
、
事
業
孟
が
事
業
を

や
め
た
り
、
役
員
を
退
職
し
た
と
き

な
ど
に
、
隻
活
安
定
を
絃
か
る
た
め

中
小
企
業
退
職
金

　
　
　
　
　
共
済
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を
も

つ
こ
と
が
園
難
な
中
小
企
業
の
従
業

員
の
た
め
の
退
職
金
鋼
度
で
す
。

　
事
業
主
が
、
月
々
掛
金
を
払
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
業
員
が
退
職

し
た
と
き
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

退
職
金
が
麦
払
わ
れ
ま
す
。

●
制
度
の
特
色
　
①
掛
金
は
全
額
撰

金
ま
た
は
必
饗
経
費
に
算
入
　
②
退

職
金
撤
退
職
所
得
搬
い
、
③
無
入
企

牽
二
弩
榊
貰
か
ら
施
行
さ
細
ま
す
が
、

改
箆
の
趣
旛
等
の
説
明
会
聯
罷
穣
さ

れ
嚢
す
の
で
多
数
ご
参
煎
ぐ
だ
さ
い
．

●
田
時
　
十
輔
月
牽
二
壌
㈱
　
午
後

一
時
欝
～
蕊
時
楽

●
会
場
　
牽
環
町
商
工
会
議
湧

　
な
お
、
索
小
壷
業
考
あ
懸
め
の
叢

櫛
済
鯛
度
金
般
と
説
明
会
⑱
闘
騨
禽
わ

慧
は
、
牽
壌
町
欝
役
齎
経
済
部
商
工

謙
釜
七
圭
議
工
番
内
線
量
へ

穴
）
嚢
た
は
十
鼠
磁
商
工
会
議
所
§

七
ー
五
π
榊
番
｝
水
沢
繭
憲
糞
釜

八
ー
鑑
○
議
蕊
番
V
、
へ
心
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十
日
町
市
体
育
協
会
（
会
長
石
坂

正
隆
）
で
は
、
恒
例
の
体
育
行
事
と

体
育
祭
を
十
月
十
日
囲
に
盛
大
に
挙

行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
早
朝
よ
り
、
陸
上
、
体
操
、

排
球
、
庭
球
、
羽
球
、
野
球
、
卓
球
、

籠
球
の
八
種
目
に
わ
た
る
競
技
会
が

多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
て
、
各
会

場
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
．

λ
戦
績
略
）

　
ま
た
午
後
六
時
か
ら
は
、
各
単
協

か
ら
約
三
百
五
十
名
が
出
席
し
、
体

育
祭
十
周
年
記
念
と
文
部
大
臣
賞
受

賞
の
祝
賀
会
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

　
メ
撫
薮
欝
㌶
竪
．
・
．
，
醸
驚
驚
纂
熾
灘
鞍
、
，

ぎ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

継
森
雛
釈
　
糠

獄
　
　
　
　
　
　
　
　
露

鱗
購
壕
嬬
曜
森
藁
瀞

灘
磯
、
窟
謙
饗
萎
繍
爺

講
繊
懲

鍵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

鷺
嚢
．
導
欝
、
　
輪

轟
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

麟
蓋
曙
鎌
職
講

鰹
讐
縫
翼
饗
鑑
難
灘
隷
熱

文部大臣表彰状（S55．10．10）

第
1
0
回
灘
鐵
難
鐵

　
　
体
育
祭
か
ら

し
た
。

　
来
賓
に
は
諸
里
市
長
、
白
川
衆
議

院
議
員
、
須
藤
県
議
会
議
員
を
は
じ

め
、
歴
代
の
正
副
会
長
等
を
数
多
く

迎
え
て
創
設
以
来
五
十
有
余
年
の
足

跡
を
し
の
び
、
ま
た
単
協
の
情
報
交

換
を
混
え
な
が
ら
、
意
義
深
い
祭
典

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
表
彰
者
は
次
．
の

と
お
り
で
す
。

■
功
績
者
　
小
川
貞
男
（
五
軒
新
田
）

■
優
秀
指
導
者
　
山
川
幹
雄
（
高
山
）

■
優
秀
競
技
者
●
空
手
i
久
保
田
正

満
（
大
黒
沢
）
、
涌
井
充
（
高
島
）

相
沢
勇
（
田
川
町
三
）
●
庭
球
ー
横

山
宏
（
北
新
田
）
、
大
熊
美
千
子
（
上

原
）
、
西
川
春
子
（
四
目
町
四
）
、

大
島
弘
子
（
本
町
一
）
、
根
津
茂
子

（
田
川
町
三
）
、
太
田
久
美
子
（
南

鐙
坂
）
●
相
撲
ー
第
二
十
八
回
県
青

年
大
会
相
撲
チ
ー
ム
、
野
本
修
（
本

町
六
～
三
）
、
春
日
昇
（
樽
沢
）
、

●
陸
上
ー
島
田
弘
子
（
川
治
下
町
二
）

●
ス
キ
ー
ー
生
越
千
代
美
（
下
条
中
）

小
海
さ
ゆ
り
（
下
条
中
）
●
排
球
ー

南
陵
ク
ラ
ブ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
健
全
で
、

明
る
い
青
少
年
を
育
成
し
、
明
る
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
心
の
交

流
を
は
か
り
な
が
ら
学
ぶ
機
会
を
計

画
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
先
生
方
や
、
町
内
、
職
場
な
ど
に

お
い
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心

の
あ
る
か
た
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う

で
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
十
一
月
八
日
困

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
公
認
審
判
員

　
　
　
養
成
講
習
会
を
実
施

　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
よ
り
楽
し

く
、
継
続
を
は
か
る
た
め
、
次
の
要

項
に
よ
り
審
判
員
養
成
講
習
会
お
よ

び
婦
人
バ
レ
ー
ボ
！
ル
公
認
審
判
員

検
定
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
お
よ
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
受
講
、

受
検
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

●
期
日
　
十
月
二
十
八
目
咽
～
二
十

　
　
　
九
日
困
　
二
日
間
。

●
会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

　
　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
三

　
　
　
　
時
半
ま
で
。

★
会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

条
轡
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
ノ

“
》
イ

　“・、川・ノ’

●
時
間
と
内
容

　
〔
第
一
目
目
〕
　
ル
ー
ル
、
実
技

実
習

　
〔
第
二
日
目
〕
　
学
科
、
実
技
テ

ス
ト
　
　
（
発
表
）

　
各
回
と
も
午
後
七
時
か
ら
午
後
九

時
半
ま
で
。

●
講
師
　
渡
辺
　
俊
雄
先
生
（
県
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
門
委
員
長
）

●
受
講
料
　
一
五
〇
〇
円
（
受
検
料

検
定
料
、
認
定
料
含
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
体
育
課
（
B
七
ー

三
一
二
番
内
線
二
七
五
）
へ
。
．

★
講
師
　
荒
木
　
快
英
先
生

　
　
　
（
目
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
協
会
　
上
級
指
導
員
）

★
内
容
　
　
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指

　
導
の
導
入
と
展
開
」

★
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〇
十
日
町
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
盈
七
－
三
二
一
番
内
線
二
七
五
）

　
〇
十
日
町
市
民
体
育
館
（
奮
七
！

五
二
〇
八
番
）

　
い
ず
れ
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
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多
く
の
か
た
か
ら
林
業
技
術
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
に
よ
り

林
業
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

囹
期
日
　
十
一
月
七
日
囲

幽
視
察
場
所
　
松
之
山
町
（
ブ
ナ
・

キ
ハ
ダ
の
人
工
植
栽
地
、
桐
の
栽
培

地
）
　
大
島
村
（
ス
ギ
の
階
段
造
林

地
、
ウ
ド
の
人
工
栽
培
地
）

日
林
業
視
察
研
修
に
ご
参
加
を

囹
集
合
時
間
　
午
前
九
時
に
十
日
町

市
役
所
前
集
合
（
な
お
、
解
散
は
午

後
四
時
半
頃
で
す
）

囹
募
集
人
員
　
百
名
（
先
着
順
）

囹
費
用
　
無
料
（
昼
食
持
参
の
こ
と
）

囹
申
込
み
　
十
一
月
一
日
ω
ま
で
に

十
日
町
森
林
組
合
（
奮
八
ー
三
一
一

五
番
）
ま
た
は
、
十
日
町
市
役
所
農

林
課
（
E
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

六
五
）
へ
。

　
　
訓
練
生
募
集

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
中
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
た
昭
和
五
十
六

年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
．

募
集
訓
練
科
　
木
工
科
二
十
名
　
建

築
科
三
十
名
　
左
官
科
二
十
名

応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者
（
明

年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

願
書
受
付
　
十
一
月
一
日
～
十
五
日

選
考
日
　
十
一
月
二
十
八
日

　
詳
し
く
は
、
同
校
（
奮
〇
二
五
七

九
四
－
二
四
一
〇
番
）
へ
。

さ
い
。
な
お
、
予
定
納
税
の
減
額
等

の
申
請
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

十
日
町
税
務
署
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

｝
－
㌔
－
、
F
瞬

　
　
　
　
　
’
ρ

　
中
小
企
業
倒
産
防
止

　
　
　
　
　
共
済
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
取
引
先
企
業
が
倒

産
し
、
売
掛
金
や
受
取
手
形
獄
ど
の

回
収
が
困
難
な
場
合
に
傭
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
掛
金
を
積
み
立
て
て
お
く

共
済
制
度
で
す
。

　
加
入
後
六
ヵ
月
以
上
経
過
し
て
取

引
先
が
倒
産
し
た
場
合
、
掛
金
総
額

の
十
倍
範
囲
内
で
被
害
額
相
当
の
共

済
金
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
制
度
の
特
色
　
①
貸
付
額
最
高
二

千
百
万
円
②
貸
付
は
無
担
保
、
無
保

に
づ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。
月
々
掛

金
を
払
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
第

一
線
を
退
い
た
と
き
に
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
制
度
の
特
色
　
①
掛
金
は
全
額
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
　
②
共

済
金
は
退
職
斯
得
扱
い
　
③
加
入
者

に
は
即
日
貸
付
制
度

●
加
入
で
き
る
か
た
　
常
時
使
用
す

る
従
業
者
が
二
十
人
（
商
業
、
サ
：

ビ
ス
業
で
は
五
人
）
以
下
の
個
人
事

業
主
及
び
会
社
の
役
員

●
毎
月
の
掛
金
　
最
低
千
円
か
ら
最

萬
三
万
円
ま
で

業
に
は
、
従
業
員
の
た
め
の
禰
利
犀

生
施
設
を
つ
く
る
場
合
の
貸
付
鋼
度

●
煎
入
瞭
轡
る
か
た
，
鴬
時
使
用
す

る
従
業
貴
が
三
蒼
人
（
働
、
売
業
は
百

入
、
小
売
業
・
サ
ー
ゼ
系
業
は
五
十

人
〉
以
下
の
中
小
企
業
で
す
。

○
毎
月
の
撫
金
　
最
低
八
喜
鈎
か
ら

簸
高
藁
万
鶏
婁
で

　
中
小
企
業
退
職
金
’

　
　
共
済
制
度
の
議
明
会

　
中
小
企
業
退
職
金
業
済
鯛
度
に
つ

い
て
は
、
い
っ
そ
う
利
朗
し
や
す
い

よ
う
に
犬
幅
な
法
改
疋
が
行
わ
れ
、

中
4
企
業
者
の
た
め
の
共
済
制
度

所
得
税
の
予
定
納
税
は

　
　
　
十
二
月
一
日
ま
で

　
十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第

二
期
分
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
は
税
務
署
か

ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

通
知
書
の
金
額
を
、
十
需
月
一
日
か

ら
十
二
月
一
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ

固
（

監
’
｝
　
　
．
．

（
（

証
人
、
無
利
子
③
返
済
期
聞
五
年

の
毎
月
均
等
償
還
　
④
掛
金
は
全
額

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
．

●
加
入
で
き
る
か
た
　
引
き
続
き
一

年
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

藁
者

●
毎
月
の
掛
金
　
最
低
五
千
円
か
ら

最
高
五
万
円
ま
で

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
こ
の
鰯
度
は
、
事
業
孟
が
事
業
を

や
め
た
り
、
役
員
を
退
職
し
た
と
き

な
ど
に
、
隻
活
安
定
を
絃
か
る
た
め

中
小
企
業
退
職
金

　
　
　
　
　
共
済
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を
も

つ
こ
と
が
園
難
な
中
小
企
業
の
従
業

員
の
た
め
の
退
職
金
鋼
度
で
す
。

　
事
業
主
が
、
月
々
掛
金
を
払
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
業
員
が
退
職

し
た
と
き
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

退
職
金
が
麦
払
わ
れ
ま
す
。

●
制
度
の
特
色
　
①
掛
金
は
全
額
撰

金
ま
た
は
必
饗
経
費
に
算
入
　
②
退

職
金
撤
退
職
所
得
搬
い
、
③
無
入
企

牽
二
弩
榊
貰
か
ら
施
行
さ
細
ま
す
が
、

改
箆
の
趣
旛
等
の
説
明
会
聯
罷
穣
さ

れ
嚢
す
の
で
多
数
ご
参
煎
ぐ
だ
さ
い
．

●
田
時
　
十
輔
月
牽
二
壌
㈱
　
午
後

一
時
欝
～
蕊
時
楽

●
会
場
　
牽
環
町
商
工
会
議
湧

　
な
お
、
索
小
壷
業
考
あ
懸
め
の
叢

櫛
済
鯛
度
金
般
と
説
明
会
⑱
闘
騨
禽
わ

慧
は
、
牽
壌
町
欝
役
齎
経
済
部
商
工

謙
釜
七
圭
議
工
番
内
線
量
へ

穴
）
嚢
た
は
十
鼠
磁
商
工
会
議
所
§

七
ー
五
π
榊
番
｝
水
沢
繭
憲
糞
釜

八
ー
鑑
○
議
蕊
番
V
、
へ
心
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十
日
町
市
体
育
協
会
（
会
長
石
坂

正
隆
）
で
は
、
恒
例
の
体
育
行
事
と

体
育
祭
を
十
月
十
日
囲
に
盛
大
に
挙

行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
早
朝
よ
り
、
陸
上
、
体
操
、

排
球
、
庭
球
、
羽
球
、
野
球
、
卓
球
、

籠
球
の
八
種
目
に
わ
た
る
競
技
会
が

多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
て
、
各
会

場
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
．

λ
戦
績
略
）

　
ま
た
午
後
六
時
か
ら
は
、
各
単
協

か
ら
約
三
百
五
十
名
が
出
席
し
、
体

育
祭
十
周
年
記
念
と
文
部
大
臣
賞
受

賞
の
祝
賀
会
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

　
メ
撫
薮
欝
㌶
竪
．
・
．
，
醸
驚
驚
纂
熾
灘
鞍
、
，

ぎ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

継
森
雛
釈
　
糠

獄
　
　
　
　
　
　
　
　
露

鱗
購
壕
嬬
曜
森
藁
瀞

灘
磯
、
窟
謙
饗
萎
繍
爺

講
繊
懲

鍵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

鷺
嚢
．
導
欝
、
　
輪

轟
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

麟
蓋
曙
鎌
職
講

鰹
讐
縫
翼
饗
鑑
難
灘
隷
熱

文部大臣表彰状（S55．10．10）

第
1
0
回
灘
鐵
難
鐵

　
　
体
育
祭
か
ら

し
た
。

　
来
賓
に
は
諸
里
市
長
、
白
川
衆
議

院
議
員
、
須
藤
県
議
会
議
員
を
は
じ

め
、
歴
代
の
正
副
会
長
等
を
数
多
く

迎
え
て
創
設
以
来
五
十
有
余
年
の
足

跡
を
し
の
び
、
ま
た
単
協
の
情
報
交

換
を
混
え
な
が
ら
、
意
義
深
い
祭
典

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
表
彰
者
は
次
．
の

と
お
り
で
す
。

■
功
績
者
　
小
川
貞
男
（
五
軒
新
田
）

■
優
秀
指
導
者
　
山
川
幹
雄
（
高
山
）

■
優
秀
競
技
者
●
空
手
i
久
保
田
正

満
（
大
黒
沢
）
、
涌
井
充
（
高
島
）

相
沢
勇
（
田
川
町
三
）
●
庭
球
ー
横

山
宏
（
北
新
田
）
、
大
熊
美
千
子
（
上

原
）
、
西
川
春
子
（
四
目
町
四
）
、

大
島
弘
子
（
本
町
一
）
、
根
津
茂
子

（
田
川
町
三
）
、
太
田
久
美
子
（
南

鐙
坂
）
●
相
撲
ー
第
二
十
八
回
県
青

年
大
会
相
撲
チ
ー
ム
、
野
本
修
（
本

町
六
～
三
）
、
春
日
昇
（
樽
沢
）
、

●
陸
上
ー
島
田
弘
子
（
川
治
下
町
二
）

●
ス
キ
ー
ー
生
越
千
代
美
（
下
条
中
）

小
海
さ
ゆ
り
（
下
条
中
）
●
排
球
ー

南
陵
ク
ラ
ブ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
健
全
で
、

明
る
い
青
少
年
を
育
成
し
、
明
る
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
心
の
交

流
を
は
か
り
な
が
ら
学
ぶ
機
会
を
計

画
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
先
生
方
や
、
町
内
、
職
場
な
ど
に

お
い
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心

の
あ
る
か
た
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う

で
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
十
一
月
八
日
困

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
公
認
審
判
員

　
　
　
養
成
講
習
会
を
実
施

　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
よ
り
楽
し

く
、
継
続
を
は
か
る
た
め
、
次
の
要

項
に
よ
り
審
判
員
養
成
講
習
会
お
よ

び
婦
人
バ
レ
ー
ボ
！
ル
公
認
審
判
員

検
定
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
お
よ
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
受
講
、

受
検
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

●
期
日
　
十
月
二
十
八
目
咽
～
二
十

　
　
　
九
日
困
　
二
日
間
。

●
会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

　
　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
三

　
　
　
　
時
半
ま
で
。

★
会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

条
轡
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
ノ

“
》
イ

　“・、川・ノ’

●
時
間
と
内
容

　
〔
第
一
目
目
〕
　
ル
ー
ル
、
実
技

実
習

　
〔
第
二
日
目
〕
　
学
科
、
実
技
テ

ス
ト
　
　
（
発
表
）

　
各
回
と
も
午
後
七
時
か
ら
午
後
九

時
半
ま
で
。

●
講
師
　
渡
辺
　
俊
雄
先
生
（
県
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
門
委
員
長
）

●
受
講
料
　
一
五
〇
〇
円
（
受
検
料

検
定
料
、
認
定
料
含
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
体
育
課
（
B
七
ー

三
一
二
番
内
線
二
七
五
）
へ
。
．

★
講
師
　
荒
木
　
快
英
先
生

　
　
　
（
目
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
協
会
　
上
級
指
導
員
）

★
内
容
　
　
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指

　
導
の
導
入
と
展
開
」

★
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〇
十
日
町
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
盈
七
－
三
二
一
番
内
線
二
七
五
）

　
〇
十
日
町
市
民
体
育
館
（
奮
七
！

五
二
〇
八
番
）

　
い
ず
れ
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。



（7）”llII”1川””Ill”1”ll“1と・お”辞36」田ら世」阪””1””II“Ill”lll”1””Illl“lll”IIlllll（第3種郵便物認可）昭和55年10月25日”1”II”ll“

曽術・文化・曽能の秋です”

■文化祭　11月2日（日〉

　午前9時～午後4時
　●菊花展●美術展（書道、絵画、写真、

　手芸、活花）●写真展「昔の下条」

　●やきもの即売●バザー

下条地区公民館雪5－2004

■文化祭　10月26日（日）午前9時～午後4時

　●学習の成果発表展示●小学生の作品展

示●芸能発表●バザー（体育協会）

六箇小（六箇地区公民館）B2－3418

欝纂

■文化祭　11月2日（日）～3日（月）

　　2日　午後1時～5時
　　3日　午前9時～午後4時
　●菊花、盆栽展●作品展（活花、やきも

　の、手芸）●庚申講写真展●雪のこと

　いろいろ●バザー●もちつき●やきも

　のがらくた市

雛羅、雛、1垂1

中条地区公民館奮2－2748

蝶

■文化祭　11月2日（日）

遷職難貧》董難額難難．叢
　（体育協会）●不用品即売会
　　　　　　　　　　　　　　　　繍欝

撫鮮蕪織．
　（民踊、民謡、詩吟、コーラス、手品）

　　会場／吉田中学校体育館
■文化講演会その111月8日（土）夜7時～

　●テーマ「ガン」をめぐって
　　東北大学教授（抗酸菌病研究所）

　　　　　吉田地区公民館82－2874

巳文化祭　11月2（日）～3日（月）

　午前8時半～午後5時
　●菊花、盆栽展●書道●活花展●庚申

　大祭8％映写会●老人作品展●バザー

　など
■芸能祭　10月26日（日）午後6時半開演

　●地区民芸能グループ発表会

大井田分館87－1880

■文化祭　11月9日（日）

　午前9時～午後4時
　●映写会（庚申講ビデオ）●市展作

　品の展示●園児の作品展●活花●菊

　花●書道●手芸●バザー

新座分館27－6002

■第6回市民芸能祭（秋の部）

　市民会館ホール　入場無料
　●フオーク＆・ックi　n十日町　10月31日囲夜7時～

　●郷土芸能と民踊のタベ　11月7日（金）夜7時～

　●剣詩舞と民踊の祭典　11月12目（水）夜7時～

　●唄と踊りの宴　11月21日（金夜7時～

　●吹奏楽と演劇のタベ　11月29日（土）

　学生の部昼2時～・一般の部夜6時半～
■中沢桂・鈴木寛一ジョイントコンサート

　　　　　　　　　ら　11月5日（水）午後6時半開演

■文化祭　11月3日（月）午前9時～午後4時

　●学級、講座の発表、展示●写真展●美術協会展●グ

　ループ展●遊びの広場●バザー

■映画祭　11月22日仕）夜6時20分～入場一般800円

　　「独裁者」「街の灯」

　主催　青年学級映画評論コース

　　　　　　　　　　　　　十日町市公民館87－5011

　水沢地区文化祭
■水沢小学校

　11月2日（日）午後1時～午後4時半

　●文化部門　書道・盆栽・菊・活花・焼物

　　　　　　・写真・庚申祭展
　11月3日（月）午前9時～午後3時

　●芸能部門　民踊（謡）・詩吟・剣舞・手

　　　　　　品・カラオケ・合唱など

■野中分館（野中小学校）

　　11月2日（日）午前9時～午後3時

　●展覧会（絵・工作・習字など）

　●芸能発表会　劇・合唱・ダンスなど

■馬場分館（馬場小学校）

　　10月26日（日）午前9時～午後3時

　●学芸会

■姿分館
　　10月25日（土）午後2時～

●文化講演会　講師野本郁太郎

　　　　　　　　　水沢地区公民館88－3101」

、

“II”1”1”IIllll（第3種郵便物認可）昭和55年10月25日II”lll川”””llII”””川1”lllllll”1”Illと・』6ガ夢3お虫π5ぜ駈”llllII”1”””Illllll（6）

文化の秋に贈る、楽しい展示……

ご家族でおいで下さい一
庚申さまと庚申信仰展博物館秋季特別展

●期日／10月25日（土）～11月9日（日）午前9二〇〇～午後4：30

●内容／60年目の庚申年を祝って、市内各地でおこなわれた供養

　　　　祭を中心に、づまりの庚申信仰のすべてを紹介。
　　　　11月1日（土）午後1時より、博物館公園にて、博物館友の

　　　　会主催の庚申供養祭を公開。一般参加歓迎。
　　　　　〈地域のみなさん、資料ありがとうございました。＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
染織デザイナー協会展　　　　　瀦、．
　　　　　　　●棚日／11月13日㈱午後1：00～4：30〈招待〉　　　　　『尽謹　．謬瀕

　　　　　　　　　　　　　　14β囲午前9：00～午後3二〇〇〈一般公開〉　麟も撰

　　　　　　　●内容／テーマ1朱来〉・十B町染織デザイナー協会創立1δ箇缶を記念し十

　　　　　　　　　　　　日町織物振興にあらたに挑戦する作品群。’81年きもの創作図案約

　　　　　　　　　　　150点、色紙約50点を展示。小中学生の美術教育に一般の美術鑑賞

　　　　　　　　　　　にどうぞ！

老人クラブ作晶展
●期日／11月15日（日）午後1二〇〇～4：30

　　　　　　　16日（日）午前9：00～12：00

●内容／市内の老人クラブ員がそれぞれの腕により　か1て1
　　　　　した作品。絵画3、工芸、手芸、民芸品など約200点を展示。こ

　　　　の老人パワーにご家族の声援を！頒布会もあります。

趣味の切手展移動郵便局〈おとずれ号〉来る！

●期日／11月22日仕）23日旧）午前9：00～午後4：30

●内容／十日町郵趣会が切手マニアに贈る世界の切手、日本の切手、記念切

　　　　手、オリンピック切手、年賀ハガキ、暑中見舞ハガキなど5，000点。

　　　　期間中博物館前広場で移動郵便局〈おとずれ号〉による紀念切孝等
　　　　　の頒布会南り。切手マニアには見逃せない絶好の機会！

ー
N
、
、
、
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曽術・文化・曽能の秋です”

■文化祭　11月2日（日〉

　午前9時～午後4時
　●菊花展●美術展（書道、絵画、写真、

　手芸、活花）●写真展「昔の下条」

　●やきもの即売●バザー

下条地区公民館雪5－2004

■文化祭　10月26日（日）午前9時～午後4時

　●学習の成果発表展示●小学生の作品展

示●芸能発表●バザー（体育協会）

六箇小（六箇地区公民館）B2－3418

欝纂

■文化祭　11月2日（日）～3日（月）

　　2日　午後1時～5時
　　3日　午前9時～午後4時
　●菊花、盆栽展●作品展（活花、やきも

　の、手芸）●庚申講写真展●雪のこと

　いろいろ●バザー●もちつき●やきも

　のがらくた市

雛羅、雛、1垂1

中条地区公民館奮2－2748

蝶

■文化祭　11月2日（日）

遷職難貧》董難額難難．叢
　（体育協会）●不用品即売会
　　　　　　　　　　　　　　　　繍欝

撫鮮蕪織．
　（民踊、民謡、詩吟、コーラス、手品）

　　会場／吉田中学校体育館
■文化講演会その111月8日（土）夜7時～

　●テーマ「ガン」をめぐって
　　東北大学教授（抗酸菌病研究所）

　　　　　吉田地区公民館82－2874

巳文化祭　11月2（日）～3日（月）

　午前8時半～午後5時
　●菊花、盆栽展●書道●活花展●庚申

　大祭8％映写会●老人作品展●バザー

　など
■芸能祭　10月26日（日）午後6時半開演

　●地区民芸能グループ発表会

大井田分館87－1880

■文化祭　11月9日（日）

　午前9時～午後4時
　●映写会（庚申講ビデオ）●市展作

　品の展示●園児の作品展●活花●菊

　花●書道●手芸●バザー

新座分館27－6002

■第6回市民芸能祭（秋の部）

　市民会館ホール　入場無料
　●フオーク＆・ックi　n十日町　10月31日囲夜7時～

　●郷土芸能と民踊のタベ　11月7日（金）夜7時～

　●剣詩舞と民踊の祭典　11月12目（水）夜7時～

　●唄と踊りの宴　11月21日（金夜7時～

　●吹奏楽と演劇のタベ　11月29日（土）

　学生の部昼2時～・一般の部夜6時半～
■中沢桂・鈴木寛一ジョイントコンサート

　　　　　　　　　ら　11月5日（水）午後6時半開演

■文化祭　11月3日（月）午前9時～午後4時

　●学級、講座の発表、展示●写真展●美術協会展●グ

　ループ展●遊びの広場●バザー

■映画祭　11月22日仕）夜6時20分～入場一般800円

　　「独裁者」「街の灯」

　主催　青年学級映画評論コース

　　　　　　　　　　　　　十日町市公民館87－5011

　水沢地区文化祭
■水沢小学校

　11月2日（日）午後1時～午後4時半

　●文化部門　書道・盆栽・菊・活花・焼物

　　　　　　・写真・庚申祭展
　11月3日（月）午前9時～午後3時

　●芸能部門　民踊（謡）・詩吟・剣舞・手

　　　　　　品・カラオケ・合唱など

■野中分館（野中小学校）

　　11月2日（日）午前9時～午後3時

　●展覧会（絵・工作・習字など）

　●芸能発表会　劇・合唱・ダンスなど

■馬場分館（馬場小学校）

　　10月26日（日）午前9時～午後3時

　●学芸会

■姿分館
　　10月25日（土）午後2時～

●文化講演会　講師野本郁太郎

　　　　　　　　　水沢地区公民館88－3101」

、
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文化の秋に贈る、楽しい展示……

ご家族でおいで下さい一
庚申さまと庚申信仰展博物館秋季特別展

●期日／10月25日（土）～11月9日（日）午前9二〇〇～午後4：30

●内容／60年目の庚申年を祝って、市内各地でおこなわれた供養

　　　　祭を中心に、づまりの庚申信仰のすべてを紹介。
　　　　11月1日（土）午後1時より、博物館公園にて、博物館友の

　　　　会主催の庚申供養祭を公開。一般参加歓迎。
　　　　　〈地域のみなさん、資料ありがとうございました。＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
染織デザイナー協会展　　　　　瀦、．
　　　　　　　●棚日／11月13日㈱午後1：00～4：30〈招待〉　　　　　『尽謹　．謬瀕

　　　　　　　　　　　　　　14β囲午前9：00～午後3二〇〇〈一般公開〉　麟も撰

　　　　　　　●内容／テーマ1朱来〉・十B町染織デザイナー協会創立1δ箇缶を記念し十

　　　　　　　　　　　　日町織物振興にあらたに挑戦する作品群。’81年きもの創作図案約

　　　　　　　　　　　150点、色紙約50点を展示。小中学生の美術教育に一般の美術鑑賞

　　　　　　　　　　　にどうぞ！

老人クラブ作晶展
●期日／11月15日（日）午後1二〇〇～4：30

　　　　　　　16日（日）午前9：00～12：00

●内容／市内の老人クラブ員がそれぞれの腕により　か1て1
　　　　　した作品。絵画3、工芸、手芸、民芸品など約200点を展示。こ

　　　　の老人パワーにご家族の声援を！頒布会もあります。

趣味の切手展移動郵便局〈おとずれ号〉来る！

●期日／11月22日仕）23日旧）午前9：00～午後4：30

●内容／十日町郵趣会が切手マニアに贈る世界の切手、日本の切手、記念切

　　　　手、オリンピック切手、年賀ハガキ、暑中見舞ハガキなど5，000点。

　　　　期間中博物館前広場で移動郵便局〈おとずれ号〉による紀念切孝等
　　　　　の頒布会南り。切手マニアには見逃せない絶好の機会！

ー
N
、
、
、
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lil8

　　　　　　　麓曝．
　　　　庭

籔蒸
　　　　嬬揺

～あらためて

　　あなたにとって家庭とは何ですか～

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
今
年
も

市
民
大
学
講
座
を
計
画
し
ま
し
た
．

　
社
会
が
複
雑
化
す
る
に
従
い
、
家

庭
環
境
も
著
し
く
変
化
す
る
中
で
、

家
族
・
家
庭
の
崩
壊
が
年
々
進
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
「
核
家
族
」
化
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
り
「
同
居
家
族
」
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。

　
今
回
は
、
社
会
の
原
点
で
あ
る
家

族
・
家
庭
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
、

そ
の
中
で
夫
婦
・
親
子
・
家
庭
経
済

を
主
と
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
多
数
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
会
場
は
十
日
町

市
公
民
館
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　
受
講
希
望
者
は
、
公
民
館
本
館
（
溶

七
－
五
〇
一
一
番
）
ま
た
は
地
区
公

民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
電
話
申
し
込
み
も
可
V

め
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
公
民
館
で
も
彫
刻
刀
を
用
意
し

ま
す
が
、
な
る
べ
く
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
　
（
生
徒
用
の
彫
刻
刀
で

け
っ
こ
う
で
す
。
）

　
日
時
　
十
一
月
十
三
日
因
∵
二
十

　
　
　
　
日
因
∵
二
十
七
日
㈱

　
　
　
夜
七
時
～
九
時

　
こ
の
う
ち
一
回
だ
け
の
参
加
も
歓

期　　　日 テ　　　ー　　　マ 講　　師
rか第1回

11月1姻樹
夜7時～9蒋

子どもの病理と家庭教育
～大人になりたがらない

　　　　　　子どもたち～

筑波大学助教授
「いのちの電話」理事

稲　村　　　博

第2回
11月21日㈹

昼1時半～3時半

家計簿からみた教育投資・
㌣綱引きする親の老後資金

　　　　　と子の教育費～

　評　論　家
テレビリポーター

高原須美子

第3回
11月28日團

夜7時～9時

　夫婦の絆と離婚
～現代の夫婦像
　離婚、家事調停を通して～

県立女子短大教授
新潟家庭裁判所

　　調停委員
浅妻　　康二

　
市
公
民
館
（
本
館
）
で
年
賀
状
づ

く
り
版
画
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
版
画
を
添
え
る
だ

け
で
年
賀
状
も
も
ら
っ
て
う
れ
し
い

も
の
に
な
り
ま
す
。
簡
単
な
も
の
な

ら
、
そ
の
日
の
う
ち
に
作
品
が
楽
し

迎
し
ま
す
。

錦
鯉
品
評
会
を
開
催

　
十
日
町
市
養
鯉
組
合
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
「
十
日
町
市
錦
鯉
品
評
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
一
月
二
目
㈲

会
場
　
飛
渡
第
二
小
学
校
枯
木
又
分

校
プ
ー
ル
（
東
枯
木
又
）

疇
般
公
開
　
正
午
か
ら

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

自　
　
　
「
≠

日
、

中
　
　
古

相
談
で

自（
小
二
女
子
）

中
　
古

相
談
で

木
製
食
器
棚

〃

〃

婦
人
用
自
転
車

〃

〃

毛
皮
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

う
さ
ぎ
　
　
　
黒

〃

三
万
円

ヤ
　
ハ
　
マ
G
T

　
C

旧
　
型

〃

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

　
と
ん
・

〃

相
談
で

テ
レ
ビ
野
球
ゲ
ー
ム

〃

一
万
円
位

ベ
　
ビ
ー
バ
　
ス

〃

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

（

〃

〃

　
り
　
　
口

2
m

〃

四
千
円

サ
イ
ド
ボ
ー
ド

〃

相
談
で

自
4
、
5

〃

享
千
円

　
　
ヒ
ー
タ
ー

、
著
サ
ン
ヨ
ー

〃

六
万
円

　十目町市公民館（本館）図書室は、つぎのと

おり開いています。

平日　午前9時から午後6時まで（水曜日のみ

　午後8時半まで〉

土・日・祝日　午前9時から午後5時まで。

　※公民館の休館日は図書室も休みです。

●1人2冊まで、2週間借りられます。

●ゾクエストも受け付けています。

■各地区公民館の図書室もご利用ください。
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〈婦人会研修〉

　主婦の立場で健康の問題を考えあう

集会を次のとおり計画。しました。各地

区から大勢参加してください。

11月8目（」⇒き●と

十目町市公民館●ところ

受付

開会・あいさつ

体験発表、映画

昼食

影絵

レクリェーション

閉会

●日　程

　　午前9時30分

　　　　10時30分

正午

午後12時35分

　　2時30分

　　3時

　　　ナヨ　　　　　　　　　　
●主催＋日町市教育委員会

◎講演rガン」をめぐって

　　東北大学教授（抗酸菌病研究所）

　　医学博士涌井　明先生（市内高島出身）

◎健康づくり体験発表
　●「減量に挑戦した私の食生活」（川治・清水豊子）

　●r趣味と健康」（六箇・柳智子）

　●「グループ紹介」（＋日町・佐野久美）

◎映画

　「見なおそうわが家の加工食品一その栄養と安全性」

◎影絵r枯木又のうた」（枯木又婦人学級）

◎レクリェーション
　　（十日町・中条・吉田・下条各地区婦人会）

◎展示

　●「手づくり作品」（各地区婦人会員）

　●「見直そうおふくろの味・伝えよう次の世代に」

　　　（郷土料理研究会）

　●r健康と朝食、成人病予防」（県栄養士会＋日町支部）

◎栄養相談（県栄養士会＋日町支部）

　※「展示」「栄養相談」・＝開会前、昼食時、閉会後

『十日町の

人に

雛慧驚學さんなりました』

～離縣駒聯・酬　　　〔6〕

★
胎
静
か
な
、
縁
の
多
い
…
…
良
い

ま
ち
で
す
ネ
蟻
と
十
日
町
の
印
象
を

話
し
て
く
れ
た
の
は
．
こ
の
九
月
に
、

宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
く
暑
手
県
と

の
県
境
近
く
）
か
ら
、
市
内
宮
下
町

東
区
に
住
む
出
留
豊
さ
ん
（
会
社
員
）

の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
来
た
典
子
さ
ん

（
二
十
三
歳
）
で
す
。

★
夫
の
豊
さ
ん
が
八
年
前
か
ら
仕
事

で
仙
台
市
に
月
一
回
行
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
仕
事
の
関
係
で
二
年
前
に

知
り
合
い
、
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い

う
条
件
を
克
膿
し
た
二
人
で
す
。

、
★
典
子
さ
ん
の
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、

“
サ
サ
ニ
シ
キ
”
の
生
産
地
。
　
“
コ

シ
ヒ
カ
リ
穿
と
ダ
サ
サ
ニ
シ
キ
”

段
本
で
一
・
二
位
を
争
う
、
優
良
来

の
産
地
の
二
人
が
結
婚
し
た
わ
け
で

す
が
、
典
子
さ
ん
は
「
む
こ
う
で
は

爲
本
一
の
お
米
は
、
や
は
り
コ
シ
ヒ

カ
リ
…
…
と
み
ん
な
が
話
し
て
い
ま

す
ヨ
繍
と
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
社

交
辞
令
㈱
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
秋
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
米
を

送
る
こ
と
に
よ
り
、
お
亙
い
の
“
家
4

の
鄭
ミ
藷
謀
ケ
｝
シ
甥
ン
を
は
か
る

こ
と
も
検
討
中
だ
そ
う
で
す
。

★
典
子
さ
ん
は
、
現
在
、
門
手
描
き
扁

を
勉
強
中
．
慣
れ
な
い
土
地
、
慣
れ

な
い
書
葉
の
と
こ
ろ
で
、
糟
一
杯
頑

張
づ
て
い
る
新
し
い
十
艮
町
の
人
で

す
。
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市
民
大
学
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が
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す
る
に
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、
家
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も
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し
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中
で
、

家
族
・
家
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の
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を
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き
な
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、

そ
の
中
で
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・
親
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・
家
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を
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と
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て
考
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て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
多
数
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
会
場
は
十
日
町

市
公
民
館
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　
受
講
希
望
者
は
、
公
民
館
本
館
（
溶

七
－
五
〇
一
一
番
）
ま
た
は
地
区
公

民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
電
話
申
し
込
み
も
可
V

め
ま
す
。
お
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に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
公
民
館
で
も
彫
刻
刀
を
用
意
し

ま
す
が
、
な
る
べ
く
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
　
（
生
徒
用
の
彫
刻
刀
で

け
っ
こ
う
で
す
。
）
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十
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月
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一
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け
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子どもの病理と家庭教育
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　　　　　と子の教育費～
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テレビリポーター

高原須美子
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11月28日團

夜7時～9時

　夫婦の絆と離婚
～現代の夫婦像
　離婚、家事調停を通して～

県立女子短大教授
新潟家庭裁判所
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民
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本
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り
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画
講
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を
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ま
す
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た
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で
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し
い
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に
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ま
す
。
簡
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な
も
の
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ら
、
そ
の
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の
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に
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し
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ま
す
。
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十
日
町
市
養
鯉
組
合
で
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ぎ

の
と
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会
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ま
す
。
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月
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付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

自　
　
　
「
≠

日
、

中
　
　
古

相
談
で

自（
小
二
女
子
）

中
　
古

相
談
で

木
製
食
器
棚

〃

〃

婦
人
用
自
転
車

〃

〃

毛
皮
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

う
さ
ぎ
　
　
　
黒

〃

三
万
円

ヤ
　
ハ
　
マ
G
T

　
C

旧
　
型

〃

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

　
と
ん
・

〃

相
談
で

テ
レ
ビ
野
球
ゲ
ー
ム

〃

一
万
円
位

ベ
　
ビ
ー
バ
　
ス

〃

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

（

〃

〃

　
り
　
　
口

2
m

〃

四
千
円

サ
イ
ド
ボ
ー
ド

〃

相
談
で

自
4
、
5

〃

享
千
円

　
　
ヒ
ー
タ
ー

、
著
サ
ン
ヨ
ー

〃

六
万
円

　十目町市公民館（本館）図書室は、つぎのと

おり開いています。

平日　午前9時から午後6時まで（水曜日のみ

　午後8時半まで〉

土・日・祝日　午前9時から午後5時まで。

　※公民館の休館日は図書室も休みです。

●1人2冊まで、2週間借りられます。

●ゾクエストも受け付けています。

■各地区公民館の図書室もご利用ください。

（g）”1”lll”1”Illlll””””IIと・」5ガ夢3δぢ」田5ぜ」阪1”II””lll“IlllIII”1”II”””ll”II””“（第3種郵便物認可）昭和55年10月25日

〈婦人会研修〉

　主婦の立場で健康の問題を考えあう

集会を次のとおり計画。しました。各地

区から大勢参加してください。

11月8目（」⇒き●と

十目町市公民館●ところ

受付

開会・あいさつ

体験発表、映画

昼食

影絵

レクリェーション

閉会

●日　程

　　午前9時30分

　　　　10時30分

正午

午後12時35分

　　2時30分

　　3時

　　　ナヨ　　　　　　　　　　
●主催＋日町市教育委員会

◎講演rガン」をめぐって

　　東北大学教授（抗酸菌病研究所）

　　医学博士涌井　明先生（市内高島出身）

◎健康づくり体験発表
　●「減量に挑戦した私の食生活」（川治・清水豊子）

　●r趣味と健康」（六箇・柳智子）

　●「グループ紹介」（＋日町・佐野久美）

◎映画

　「見なおそうわが家の加工食品一その栄養と安全性」

◎影絵r枯木又のうた」（枯木又婦人学級）

◎レクリェーション
　　（十日町・中条・吉田・下条各地区婦人会）

◎展示

　●「手づくり作品」（各地区婦人会員）

　●「見直そうおふくろの味・伝えよう次の世代に」

　　　（郷土料理研究会）

　●r健康と朝食、成人病予防」（県栄養士会＋日町支部）

◎栄養相談（県栄養士会＋日町支部）

　※「展示」「栄養相談」・＝開会前、昼食時、閉会後

『十日町の

人に

雛慧驚學さんなりました』

～離縣駒聯・酬　　　〔6〕

★
胎
静
か
な
、
縁
の
多
い
…
…
良
い

ま
ち
で
す
ネ
蟻
と
十
日
町
の
印
象
を

話
し
て
く
れ
た
の
は
．
こ
の
九
月
に
、

宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
く
暑
手
県
と

の
県
境
近
く
）
か
ら
、
市
内
宮
下
町

東
区
に
住
む
出
留
豊
さ
ん
（
会
社
員
）

の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
来
た
典
子
さ
ん

（
二
十
三
歳
）
で
す
。

★
夫
の
豊
さ
ん
が
八
年
前
か
ら
仕
事

で
仙
台
市
に
月
一
回
行
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
仕
事
の
関
係
で
二
年
前
に

知
り
合
い
、
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い

う
条
件
を
克
膿
し
た
二
人
で
す
。

、
★
典
子
さ
ん
の
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、

“
サ
サ
ニ
シ
キ
”
の
生
産
地
。
　
“
コ

シ
ヒ
カ
リ
穿
と
ダ
サ
サ
ニ
シ
キ
”

段
本
で
一
・
二
位
を
争
う
、
優
良
来

の
産
地
の
二
人
が
結
婚
し
た
わ
け
で

す
が
、
典
子
さ
ん
は
「
む
こ
う
で
は

爲
本
一
の
お
米
は
、
や
は
り
コ
シ
ヒ

カ
リ
…
…
と
み
ん
な
が
話
し
て
い
ま

す
ヨ
繍
と
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
社

交
辞
令
㈱
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
秋
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
米
を

送
る
こ
と
に
よ
り
、
お
亙
い
の
“
家
4

の
鄭
ミ
藷
謀
ケ
｝
シ
甥
ン
を
は
か
る

こ
と
も
検
討
中
だ
そ
う
で
す
。

★
典
子
さ
ん
は
、
現
在
、
門
手
描
き
扁

を
勉
強
中
．
慣
れ
な
い
土
地
、
慣
れ

な
い
書
葉
の
と
こ
ろ
で
、
糟
一
杯
頑

張
づ
て
い
る
新
し
い
十
艮
町
の
人
で

す
。
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十
一
月
期
の
福
祉
年
金
の
支
払
い

が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

前
に
福
祉
年
金
証
書
を
、
つ
ぎ
の
日

程
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
及
び

保
管
証
を
持
参
の
上
指
定
の
場
所
で

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
（
受
け
と
り

は
、
代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。
）

　
例
年
午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
が
、

午
後
か
ら
は
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
。

目
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
給
郵
便
局

n
月
n
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
目
町
高
田
郵
便
局

市
農
協
新
水
事
業
所

新
水
簡
易
郵
便
局

六
　
箇
　
公
　
民
　
館

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

川
　
　
治
　
　
農
　
　
協

川
治
簡
易
郵
便
局

中
　
条
　
公
　
民
　
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

n
月
1
2
日
困

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
目
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

　欝歯葦の曜邸騨騨子脇
　9月の3歳児検診は66人が受検し、虫歯の

ないよい子はつぎの皆さんでした．

住　　　所 氏　　　　名 保護者

新　　座　　3 久保田智己 行雄

四日町新田4 阿部　　慈美 忠男

南　新　田　町 小林　　一成 順一

田　川　町　3 津畑小百合 順一

稲　荷　町　西 佐藤　　春奈 三夫

江　　　　　道 庭野由起子 宏一

上　　川　　町 佐藤　　美雪 昭二

学　校　町　2 近　　　貴　子 義夫

稲荷町3本通り 白　　　日　光 晃俊

水　　　　　口 村山　　真弥 雄一

中　条　旭　町 藤　木　　　麻 和夫

｝
難
月
の
休
圓
救
急
医
　
…

㎜
2
日
　
至
誠
堂
選
院
茜
濾
簸
東
）
　
　
…

…
　
　
　
　
霧
2
の
3
2
7
6
番
…

…
　
　
　
　
よ
村
二
病
院
（
中
塁
村
爾
中
）
　
　
…

｝
　
　
騰
0
2
5
7
6
マ
2
1
蓋
番
…

…
3
礎
樋
　
池
田
【
簾
一
院
（
本
灯
簸
ご
　
　
　
…

…
（
文
駕
の
β
）
。
騰
2
の
2
5
8
1
番
…

㎜
9
日
　
幽
鐵
医
院
（
袋
町
中
）
　
　
…

｝
　
　
　
　
懸
2
の
2
1
7
4
番
一

…
矯
日
　
欝
鐙
籔
院
葎
窮
酵
）
　
　
…

｝
　
　
　
　
織
2
の
3
2
6
9
番
一

…
　
　
津
南
癖
院
馨
好
大
鶴
琶
…

｝
　
、
馨
書
7
6
－
5
の
3
1
6
轟
…

㎝
2
3
β
中
条
病
院
範
原
）
　
｝
　
…

…
　
　
　
　
魏
7
の
3
0
ま
8
番
・
…

…
2
4
β
　
大
島
鐵
院
窺
原
町
）
　
…

…
翁
労
壽
量
壼
2
の
2
9
5
7
番
一

｝
3
0
日
　
幽
鶴
癌
院
筆
悉
爽
遍
ユ
…

｝
　
　
　
饗
＄
の
2
0
0
3
番
一

噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

程車日献血
と　き　11月5日㈱／午前10時～午後3時

ところ　十目町実業高等学校

と　き　11月6日困／午前10時～午後3時

ところ　関芳織物㈱

明日といわず今献血しましょう

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
四
日
㈹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
江
道
、
猿
倉
、
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
　
▼
十
一

月
十
一
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
一

時
ま
で
　
樽
沢
　
▼
十
一
月
十
一
日

㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時
ま
で

安
養
寺
　
▼
十
一
月
十
二
日
困
　
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
高
田
町

三
南
、
寿
町
四
、
昭
和
町
一
・
二
、

泉
町
の
各
一
部
、
栄
町
、
高
田
町
二

▼
十
一
月
十
四
日
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
鉢

翅

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
城

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

11
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55
年
7
月

生
れ
の
人

域全

）
い

紙
さ

す
用
下

ま
ト
で

り
一
い

送
ケ
お

を
ン
は

書
ア
た

知
（
か

通
　
　
の

診
　
月

検
　
当

み
　
該

の
　
　
も

診
　
　
て

検
　
　
く

児
　
　
な

月
　
が

力
　
知

6
　
通

歳
　
人

1
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
1
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54

年
5
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

n
月
12
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52

年
5
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

n
月
6
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
4
時

中
条
公
民
館

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

n
月
1
0
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

n
月
n
日

　
バ
火
）

吉
田
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田
地
区

n
月
2
0
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

n
月
1
7
日

　
（
火
）

十
日
町
公
民
館

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
結醐

　
　
赫

」販皿／25
　　　　　　　　　　　口61号口
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保
育
所
入
所
児
童
を
募
集

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
五
日
働
～
十
二

月
二
十
日
田
ま
で
。

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
○

歳
児
は
募
集
の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。
）

提
出
書
類
　
保
育
所
入
所
申
請
書
（
用

紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
び
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
事
業
主
の
証
明
書
（
所
定
の

用
紙
）
が
必
要
。
ま
た
祖
父
母
、
父

母
等
が
病
気
の
場
合
は
医
師
の
診
断

書
（
六
十
五
歳
以
上
は
除
く
）
が
必

要
。
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

や
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
等
決
定
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の

落
毒
言
擁
灘
戦

　
　
“
次
回
が
最
終
回
で
す
H

対
象
か
ら
除
外
と
な
り
ま
す
。

募
集
予
定
人
員

　
十
日
町
保
育
所

　
川
治
保
育
所
y
ー
－

　
下
条
保
育
所

　
十
日
町
西
保
育
所

　
高
山
保
育
所

　
鐙
島
保
育
所

　
北
原
保
育
所

　
水
沢
保
育
所

　
十
日
町
幼
児
園

　
北
越
保
育
園

　
四
日
町
保
育
園

　
山
本
愛
泉
保
育
園

　
森
の
保
育
園

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

会
福
祉
事
務
所
（
8
七
f
三
一

時
間
　
午
後
三
時
～
七
時

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
二
階
）

※
市
民
と
語
る
日
は
、
冬
期
休
み

で
、
来
年
四
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

三
十
四
人

四
十
人

二
十
七
人

三
十
一
人

十
九
人

十
八
人

十
九
人

四
十
四
人

二
十
八
人

二
十
三
人

二
十
八
人

二
十
六
人

二
十
七
人

　
　
　
市
社

　
　
　
一
一

番
内
線
二
一
五
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
潟
県
の
最
低
賃
金

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃
金
が

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
に
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
額

　
　
一
日
　
二
干
七
百
二
十
一
円

（
た
だ
し
、
時
間
給
の
労
働
者
は
一

時
間
三
百
四
十
一
円
）

効
力
発
生
日

　
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
二
日

㌧
期
ゴ

冬

◎冬期問のゴミ収集欝が珍舜1縫

から大幅にかわります。　『、．

収集計画は、別紙のとおりです。

◎別紙が配られな恥町内（部落〉

の冬期間のゴミ収集は休みます。

＠ドカ憲、豪雪のため取集車遷行

が不能な場合は収集できませんの

懸あらかじめご了潔ください．

　お閥い合わせは、十日町市川爾

町衛生施設組合．（82－3924番、


